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< 記事の内容 > 

・ 管内でヨーネ病の発生がありました 

・ 第２９回群馬県畜産共進会の成績 

・ 第１６回全日本ホルスタイン共進会における群馬県代表牛の成績 

・ 今年度予定していた牛定期検査は無事実施できました   

・ 手当金の減額評価が厳しくなりました 

・ 浅間牧場冬季入退牧について 

・ 令和８年度浅間牧場観光用展示牛（県有牛）の募集について 

・ 家畜排せつ物を有効活用しましょう 

・ 令和８年定期報告書の提出準備のお願い 

< 添付資料 >  

・ 手当金の減額について 

・ 浅間牧場 冬季入退牧牛の輸送について（乳牛） 

・ 浅間牧場観光用展示牛（県有牛）の導入について（乳牛） 

・ ３つのポイントを押さえてニーズの高い良質なたい肥を作りませんか？ 

・ 電子指示書システム運用開始のお知らせ 

・ 令和７年度酪農振興研修会について（乳牛） 

 

 

◆◆管内でヨーネ病の発生がありました 
 今年 8 月に東部家保管内でヨーネ病の発生がありました。 

 群馬県では年間数頭がヨーネ病で摘発されていますが、その多くは県外から移動してきた牛で

す。今回の発生も県外からの導入牛であり、導入後の隔離・速やかな検査の実施により、農場内へ

の侵入を防ぐことができました。農場内でヨーネ病の発生が確認されると、「全頭検査」や「出荷

制限」の必要があり、農場へかかる負担も非常に大きくなります。農場へのヨーネ病の侵入を防ぐ

ため、以下の事項について実施をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

県外から移動してきた牛 

（県外導入牛や県外預託先からの退牧牛） 

① 可能な範囲で隔離する（他の牛との接触を可能な限り減らす） 

② 速やかにヨーネ病検査を実施する 

③ 陰性が確認できたら隔離を解除する 



◆◆第２９回群馬県畜産共進会の成績 

《繁殖和牛の部》 

 令和７年１１月１４日（金）に群馬県畜産試験場で第 2９回群馬県畜産共進会（繁殖和牛の部）

が開催されました。東部地域からは１０頭の出品があり、成績は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

103 号牛：いしはら 805         402 号牛：うた       507 号牛：かつばんだい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から） 602-1 号牛：どりぃむ８２     602-2 号牛：いすず    603-3 号牛：わかばの８ 

 

第１部 

  ２等  ：103 号 いしはら８０５ みどり市 (同)石原牧場 

第２部 

１等１席：205 号 みなら７２４２８ みどり市 (株)グリーン・D・ファーム 

第３部 

優等２席：310 号 ひめひさこ みどり市 (株)グリーン・D・ファーム 

１等４席：302 号 あつだ３７３ひさ 太田市 小松弘幸 氏 

第４部 

 ２等  ：402 号 うた 太田市 下山直也 氏 

第５部 

優等１席：508 号 どりぃむ８２ みどり市 (株)グリーン・D・ファーム ★経産トップ 

優等２席：507 号 かつばんだい 太田市 山田弘之 氏 

２等  ：509 号 いすず 太田市 小松弘幸 氏 

第６部 

  優等１席：602-1 号 どりぃむ８２ みどり市 (株)グリーン・D・ファーム 

       602-2 号 いすず 太田市 小松弘幸 氏 

       603-3 号 わかばの８ 桐生市 星野勝将氏 



 

《乳牛の部》 

 令和７年１１月１７日（月）に群馬県畜産試験場で第 2９回群馬県畜産共進会（乳牛の部）が

開催されました。東部地域からは１２頭の出品があり、出品牛の成績は以下のとおりです。 

 

  

 

 

 

 

 

〈上左〉108 号牛          〈上中〉405 号牛          〈上右〉502 号牛 

 

 

 

 

 

 

 

    〈下左〉805 号牛       〈下右〉シニア準名誉賞 1008 号牛 

第１部 

優等１席：108 号 ﾌﾛﾝﾃｲｱ ｻｳｻﾞﾝｽﾞ ﾚｼﾞｴﾝﾄﾞ ﾍﾞﾀ- ET みどり市 (同)石原牧場 

２等  ：106 号 ﾘｽﾍﾟｸﾄ HL ﾊｽﾞｲﾂﾄ ｴﾝﾌﾟﾚｽ ET みどり市 三輪圭吾氏 

第３部 

優等２席：309 号 ﾊｰﾊﾞｰﾄ LAM ﾀﾞｰﾅ ET みどり市 三輪圭吾氏 

第４部 

１等２席：405 号 ｽﾌﾟﾚﾝﾄﾞｰﾙ ｶﾚﾝ ｱﾘｰｲﾝｸｽｰ ET みどり市 関口徹氏 

第５部 

優等１席：502 号 ﾌｱｲﾝ ｵｸﾀｰﾝ ﾗｲｵﾈﾙ 太田市 遠坂和仁氏 

第６部 

優等２席：603 号 ｴｽﾃﾘｱ W ﾘｱﾝｽﾞ ﾗﾑﾀﾞ ﾘ-ﾌﾞ 太田市 遠坂和仁氏 

２等  ：606 号 ﾌﾛﾝﾃｲｱ ﾗﾑﾀﾞ ｱﾙﾏ ET みどり市 (同)石原牧場 

第８部 

  １等２席：805 号 ｻﾆｰﾌｱｰｽﾄ ﾗﾑﾀﾞ ﾘﾐ みどり市 大澤直弥氏 

第１０部 

   優等１席：1008 号 ﾘｽﾍﾟｸﾄ ﾗﾃｲｰｽﾞ ﾊﾝｺﾂｸ みどり市 三輪圭吾氏 

  １等２席：1004 号 ﾌﾛﾝﾃｲｱ DL ﾄﾞｱ ｼﾞﾕﾘｱ みどり市 (同)石原牧場 

第 1１部 

  ２等  ：1107 号 ﾌﾛﾝﾃｲｱ ﾄﾞｱﾏﾝ ｷﾕﾘｱｽ ET みどり市 (同)石原牧場 

  ２等  ：1102 号 ｻﾆｰﾌｱｰｽﾄ w ｸﾗﾂｼﾔﾌﾞﾙ ｶﾞｰﾅ みどり市 大澤直弥氏 

 

 



 

◆◆第１６回全日本ホルスタイン共進会における群馬県代表牛の成績 

 第１６回全日本ホルスタイン共進会は、令和７年１０月２５日（土）、２６日（日）に北海道

で開催されました。群馬県からは１２頭の出品、東部地域からは３頭の出品がありました。 

 群馬県出品牛の成績について、長野原町の（有）萩原牧場が第９部（経産牛部門）で優等賞１席

を、ハイスクール・デイリー・グランプリの未経産の部では、吾妻中央高等学校が最高位を獲得し

ました。また、第１２部の三輪圭吾氏出品牛はベストプロダクション（部で固形分補正乳量が最高）

を受賞しました。 

 

【第１６回全日本ホルスタイン共進会群馬県代表牛の成績（敬称略）】 

一般枠（９頭） 

部門 部別 名号 出品者 成績 

未経産 ２ ｼﾞﾔｸﾞﾛﾌﾞﾘﾂｼﾞ LM ﾊｰｽﾞ ｻﾗ 齊藤 将聡 ２等２席 

２ T ﾏﾐｰﾎﾟﾂﾀｰ ｾｶﾝﾄﾞ ｷﾝﾌﾟﾘ ﾗﾑﾀﾞ ET 細野 孝之 ２等９席 

２ ﾌﾛﾝﾃｲｱ ﾍﾞﾙﾛﾝﾍﾟﾝ ｽﾏｲﾘｰ 合同会社石原牧場 ２等１１席 

４ ｼﾞﾔｸﾞﾛﾌﾞﾘﾂｼﾞ ﾊｰｽﾞﾏﾝ ｻﾗ ET 齊藤 将聡 １等６席 

経産 ８ TMF ﾘｰｼﾞｴﾝﾄ ﾗｽﾀｰ ﾋﾟﾉﾉﾜｰﾙ ｾﾚﾌﾞ ｺﾗ 細野 孝之 １等４席 

９ ﾌﾞﾙｰｴﾝｾﾞﾙ ﾀﾞｲｸﾞﾚｽ 有限会社萩原牧場 優等１席 

１０ KCF ﾃｲｰﾄﾘﾌﾟﾙﾃｲｰ ﾄﾞﾂｸ 有限会社 KC 牧場 ２等４席 

１２ ﾘｽﾍﾟｸﾄ ﾗﾃｲｰｽﾞ ﾗﾂｼﾕ 三輪圭吾 １等６席 

※ﾍﾞｽﾄﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ 

１３ A.F.H ｱﾛﾝｸﾞｻｲﾄﾞ DB ﾊﾟｲﾝ 株式会社阿部牧場 １等８席 

J サイア娘牛枠（２頭） 

未経産 １ ﾊﾞｲｵﾄﾗｽﾄ ｱﾝﾅｴｺｰ ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗ 有限会社萩原牧場 優等５席 

経産 １１ ﾌｱｲﾝ ﾐｵ ｽﾗｲﾀﾞｰ 遠坂和仁 ２等６席 

高校特別枠（１等） 

未経産 ４ ｱｶﾞﾁﾕｰ ｼﾔﾝｸﾞﾘﾗ M ﾊｽﾞｲﾂﾄ ﾙﾂｸ ﾌﾀｺﾞ 県立吾妻中央高校 ﾊｲｽｸｰﾙ･ﾃﾞｲﾘｰ･ 

ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ最高位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左）萩原牧場の優等賞１席の牛を囲んだ集合写真 

右）審査の様子（中央が最高位を獲得した吾妻中央高校の牛） 

 



 

◆◆今年度予定していた牛定期検査は無事実施できました 

太田市太田地区（７月）、館林市（9 月および 11 月）、みどり市大間々地区

（１２月）の牛定期検査は、無事実施することができました。特にみどり市大

間々地区の検査は東部管内での豚熱発生により 12 月に延期となり、ご迷惑を

おかけしました。農家および関係機関の皆様のご協力感謝いたします。ありがとうございました。 

来年度は「太田市新田地区」「みどり市笠懸地区･東地区」「千代田町」「板倉町」での実施を予定

しています。該当の農家および関係機関の皆様には円滑な検査の実施にご協力お願いいたします。 

 

 

 

◆◆手当金の減額評価が厳しくなりました 

これまでも、疾病発生(口蹄疫・豚熱・高病原性鳥インフルエンザ)農場において、飼養衛生管理

基準の不遵守・早期通報違反・虚偽報告等、発生やまん延防止措置に必要な措置を講じなかった場

合、手当金等が減額されていました。これまでの豚熱発生事例では減額率は 2～33％でしたが、

減額率に上限はありません。また、令和７年 10 月以降、飼養衛生管理基準の不遵守や早期通報違

反について、より厳しく評価されます。 

・早期通報の実施状況はより重視されます。 

・記録の備え付け等早期通報が果たされれば相対的に重要度の下がる項⽬については、⽐較的影響

を⼩さく勘案 

・飼養衛⽣管理基準の連続不遵守項⽬をより重視 

 定期報告・一斉点検等で連続的に不遵守項目がある場合、家畜保健衛生所の指導に従わない場合

は手当金の減額率が上がる可能性があります。今後も飼養衛生管理基準の遵守に努めてください。 

 

 

 

◆◆浅間牧場冬季入退牧について 

 昨年度から周年入退牧を行っていますが、冬季は浅間牧場周辺道路が凍結していることが多く、

牛運搬車を運転する方から懸念の声も多く聞かれております。このため、希望される方につきまし

ては 12 月～３月の入退牧の際は全農群馬県本部の協力により渋川家畜市場を経由しての牛輸送

を実施しています。牛の受け渡しは牧場職員が立ち会い、渋川家畜市場で行います。詳細はリーフ

レットを御覧ください。 

 

 

 

◆◆令和８年度浅間牧場観光用展示牛（県有牛）の募集について 

浅間牧場では観光開放エリアに県内酪農家から購入した牛を県有牛として放牧し、観光客がいつ

でも放牧風景を見られる取組みを実施しています。来年度も同様の取組みを計画しておりますの

で、ご協力をお願いします。詳細は別添リーフレットを参照ください。 

 



 

◆◆家畜排せつ物を有効活用しましょう 
 

・堆肥を販売・譲渡する場合は特殊肥料の製造と販売の届出が必要です。 

・その他、安全・安心に取引するために、定期的な成分分析や残留農薬（クロピラリド）の検査

を行いましょう。 

 ※詳細は別添のリーフレットをご覧ください。 

  

 

 

◆◆令和８年定期報告書の提出準備のお願い  

家畜伝染病の発生予防やまん延防止対策を図るため、家畜を飼養する全ての所有者は毎年２

月１日時点の家畜の飼養状況を知事あてに報告することが義務付けられています。令和８年１

月末頃に通知を発送予定ですので、書類提出の準備をお願いします。  

なお、農林水産省共通申請サービス（eMAFF）を利用した手続きも可能となっていますので、

期限までにどちらかの方法で報告をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《疾病等の発生に伴う休日等の対応について》 

休日等であっても家畜の異常が認められた場合は、家畜保健衛生課あて連絡をお願いします。 

 

東部農業事務所家畜保健衛生課（東部家畜保健衛生所） 

〒３７３－０８０５  群馬県太田市八重笠町３６１－３ 

電 話：０２７６－４５－２０４１、ＦＡＸ：０２７６－４５－９９９４ 

 

※「やえがさだより」は、後日群馬県ホームページにも掲載します。ご活用ください。 

※ 畜産業を廃業された方に送付された場合は、家畜保健衛生課までご連絡ください。 

☆堆肥作りのコツ！ 

1. 堆肥化前に水分調整！ 

2. 発酵温度６０度以上＆２日間以上持続！ 

3. 発酵後の水分率を５０％以下に！ 

☆ニーズにあった形態で！ 

製造ｺｽﾄが抑えられる バラ堆肥 

機械散布できる   ペレット堆肥 

庭先で使いやすい  袋詰め堆肥   など 

 

 





機密性○
情報

○○
限り浅間牧場 冬季入退牧牛の輸送について

問い合せ先

東部農業事務所家畜保健衛生課または浅間家畜育成牧場

（TEL：027９－８４ー2074）

１．12月～３月の入退牧牛輸送方法
(1)預託農家～渋川家畜市場は従来どおりの業者による輸送。
(2)渋川家畜市場～浅間牧場は（株）昌栄による輸送。

２．入退牧日の牛輸送タイムスケジュール

３．冬季の入退牧日
令和７年12月17日(水)
令和８年1月21日（水)､2月1８日(水)､3月1８日(水)

4．輸送料金
(株)昌栄が輸送する渋川市場～浅間牧場の輸送料金(消費税込)
・入牧牛･･･3,630円 ・退牧牛･･･4,840円
 ※預託農家～渋川市場の輸送については別途料金となります。

５．冬季入退牧牛の輸送希望について
 各月の入退牧通知を送付した際に、家保、市町村、ＪＡ等から

 希望の有無の聞き取りがありますので、その方々に希望をお伝え 
下さい。渋川市場を経由せずに浅間牧場へ直接輸送する方は、従 

 来どおりの対応で実施します。

浅間牧場では、R6年度から冬季間も入退牧を実施しておりますが、
冬季は浅間牧場周辺道路が凍結していることが多く、牛運搬車を運
転する方から不安の声も多く聞かれております。
そこで今年度も希望者に対し、12月～３月の入退牧の際は、全農

群馬県本部の協力により下記のとおり牛輸送を実施します。

入牧牛
預託農家 随時出発
↓【輸送:JA、家畜商等】

渋川市場 11時着
12時発

↓【輸送:(株)昌栄】

浅間牧場 14時着

退牧牛
浅間牧場 8時発
↓【輸送:(株）昌栄】

渋川市場 11時着
12時発

↓(【輸送:JA、家畜商等】

預託農家 随時到着



浅間牧場観光用展示牛（県有牛）
の導入について

問い合せ先 群馬県浅間家畜育成牧場 担当：冨沢

ＴＥＬ：０２７９－８４－２０７４

ＦＡＸ：０２７９－８４ー４３４４

【令和8年４月の県有牛導入の条件等】
１．牛の生年月･･･

令和7年５～７月生の乳用育成牛（ホルスタイン種雌牛）

２．牛の導入時期･･･令和8年４月
３．牛の衛生等受入条件･･･

・ヨーネ病、牛伝染性リンパ腫（BLV）、牛ウイルス性下痢
（BVD）が陰性。五種混合ワクチン接種済
※入牧牛と同様に家畜保健衛生所が検査し、ワクチン接種を
実施致します（検査手数料、ワクチン代は農家負担）。

・日本ホルスタイン登録協会へ血統登録済（申請中含む）
・牛群検定実施農家（母牛の検定情報サマリーの提出が必要）
・その他、当場の放牧牛の受託基準に準ずるもの

４．牛の価格･･･
令和8年３月のホクレン乳牛市場の育成牛平均価格※（消費税
込）に、手数料として約３５～７０千円を加算します。
※ホクレン乳牛市場育成牛は上場月齢約１０ヶ月です。
参考として、令和7年１０月の平均価格は236千円でした。

５．導入予定頭数･･･7頭（希望者が多数の場合には生年月日の若い
牛から順に選定します。）

６. 売却予定牛の農家等の情報は、管轄の家畜保健衛生所に情報共
有をさせていただきます。

7．ご協力頂ける方は、裏面の別記様式に記入を頂き、当場（連絡
先下記）へ令和8年２月２8日(土)までにＦＡＸで送付ください。
ご不明な点等、ございましたら、当場までご連絡下さい。

浅間牧場では、観光開放エリアに、
県内酪農家から購入した牛を県有牛と
して放牧し、観光客がいつでも放牧風
景を見られる取組みを実施しています。

令和8年度も同様の取組みを計画し
ておりますので、牛を売却して頂けま
したら、ご協力をお願いします。



No. 売却牛の個体識別番号 生年月日 血統登録
母牛の
検定成績

備考

１ 有・無 有・無

２ 有・無 有・無

３ 有・無 有・無

別記様式

（ＦＡＸ：０２７９－８４－４３４４）

群馬県浅間家畜育成牧場 あて

浅間牧場観光用展示牛（県有牛）

売却申し込み書

農家名 ：

住 所 ：

電話番号：（自宅）

（携帯電話）












